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市の人口

（昭和58年11月1日現在）

50，650世帯（前月比72世帯増）

160，437人（前月比249人増）

79，967人

80，470人

世帯数

人口

男

女

今
年
（
第
1
2
回
）
は
1
0
人
を
表
彰

－
―
－
ｔ
－
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
－
¶
－
－
―
―
－
―
―
－
－
―
―
―
－
―
―
―
―
－
―
―
―
―
―
1
1
1
1
1

十
一
月
二
十
三
日
は
勤
労
感
謝
の
日
で
す
。
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
Ｉ
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仕
事
に
取
り
組
ま
れ
、

1
1
1
1
自
ｌ
―
―
―
―

で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

つ

の

以
上
携
わ
っ
て
こ
身
妃
六
十
歳

以
上
の
大
が
対
象
で
、
市
内
の
商

工
業
者
の
団
体
や
町
内
会
、
自
治

会
か
ら
推
薦
を
受
け
た
人
の
中
か

ら
決
定
さ
れ
未
了
。

今
回
、
表
彰
を
営
7
り
れ
る
皆

さ
ん
は
、
い
ず
れ
も
地
味
な
長
い

道
の
り
を
鍛
練
を
重
ね
、
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
牽
め
ざ

し
て
日
々
、
努
力
を
重
ね
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
確
か
な
仕
事
の
上
に
も

創
意
工
夫
夕
怠
る
こ
と
な
く
、
今

も
現
役
第
一
線
で
後
継
者
の
指
導

に
も
力
ｍ
い
で
お
β
れ
未
了
。

産
業
の
急
激
な
機
械
化
が
進
む

今
日
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
人
間

の
手
を
経
な
い
で
作
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
一
朝
一
タ
で

出
来
上
っ
た
も
の
と
接
し
て
い
る

私
た
ち
に
と
っ
て
、
長
年
培
わ
れ

て
き
た
腕
に
よ
る
仕
事
は
、
深
い

感
動
を
与
え
て
ぐ
れ
ま
す
。

今
年
の
技
能
功
労
者
の
表
彰
式

は
、
十
一
月
二
十
三
日
の
勤
労
感

謝
の
日
に
市
民
会
館
で
行
い
ま
す
。

表
彰
の
功
労
者

ｌ

・－－－■響－晶個

（
漆
工
芸
職
）

牧
野
新
吉
（
六
八
了
小
倉
町
西
浦
、

経
験
五
十
三
年

漆
工
芸
一
筋
に
讐
そ
こ
ら
れ

た
牧
野
新
吉
さ
ん
は
石
川
県
輪
島

市
出
ｇ
。
父
は
輪
島
塗
職
で
、
牧

野
さ
ん
も
高
等
小
学
校
卒
業
後
、

五
年
間
輪
島
塗
の
修
業
を
さ
れ
、

そ
の
後
京
漆
器
の
美
し
さ
に
魅
せ

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

β
れ
て
京
都
へ
来
ら
れ
ま
し
た
。

手
が
け
ら
れ
た
仕
事
に
は
、
金

閣
寺
の
再
建
、
西
本
願
寺
の
唐
門

の
漆
塗
り
な
戸
文
化
財
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
表
彰
式
の
当
日
、
必
一

場
で
技
能
を
披
露
さ
れ
ま
す
。

（
製
茶
9

久
野
初
太
郎
（
七
九
Ｔ
東
笠
取
谷

ノ
奥
、
経
験
六
十
年

点検は防火のはじまりしめくくり

26日から秋の火災予防運動

《
電
気
工
事
9

中
井
甫
（
六
六
）
＝
木
幡
金
草
原
、

経
験
四
十
年

（
染
色
加
工
職
）

山
代
谷
隆
（
六
Ξ
Υ
広
野
町
丸
山
、

経
験
四
十
三
年

（
板
金
職
）

吉
田
良
男
（
六
二
Ｔ
宇
治
里
尻
、

経
験
四
十
五
年

（
表
具
職
》

河
村
末
三
（
六
一
丁
宇
治
妙
楽
、

経
験
三
土
（
年

十
一
月
二
士
（
日
か
ら
十
二

月
二
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
「
秋

の
火
災
予
防
運
動
」
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
寒
さ

が
厳
し
ぐ
な
記
祗
が
非
常
に

乾
燥
し
未
了
。
秋
の
火
災
予
防

運
動
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断

で
火
災
が
起
き
や
す
い
こ
の
時

期
に
、
市
民
一
人
ひ
と
び
が
防

火
の
意
識
聖
局
め
、
火
災
に
よ

る
人
命
や
財
産
の
焼
失
を
防
止

す
る
た
め
に
行
り
れ
未
7
。

運
動
の
重
点
目
標
に
次
の
こ

と
を
掲
げ
て
い
康
丁
一
。

①
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
を
中

心
と
し
た
焼
死
防
止
対
策
の
徹

底
②
家
庭
で
の
防
火
対
策
の
推

進
③
特
定
防
火
対
象
物
の
防
火

《
鉄
工
9

大
西
繁
造
（
六
一
）
―
宇
治
善
法
、

経
験
四
十
年

（
左
官
9

木
下
彰
（
六
一
丁
広
野
町
大
開
、

経
験
三
十
五
年

窟
築
技
術
9

奥
口
幾
三
（
六
〇
Ｔ
五
ヶ
庄
野
添
、

経
験
三
十
八
年

（
理
容
9

山
手
耕
逸
（
六
〇
）
＝
木
幡
御
園
、

経
験
四
十
五
年

－－一個個香香香－－－・

・

1

安
全
の
確
保
④
防
災
機
器
な
ど

の
普
及
推
進
⑤
危
険
物
、
ガ
ス

な
μ
の
災
害
防
止
対
策
の
推
進

消
防
本
部
で
は
こ
れ
ら
の
目

標
か
達
成
す
る
た
め
に
、
体
の

不
自
由
な
人
や
独
居
老
人
の
家

庭
訪
問
を
し
て
防
火
の
安
全
指

導
舎
行
い
ま
ず
。
ま
た
、
各
事

業
所
で
は
消
防
用
設
備
の
自
主

点
検
や
避
難
訓
練
に
よ
り
従
業

員
の
防
火
教
育
か
彊
化
す
る
よ

’
7
指
導
し
示
す
。
（
消
防
本
部
）
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各
団
体
か
ら
の
推
薦
で
、
宇
治
市
の
第
十
二
回
技
能
功
労
者
に
決
定
し
ま
し
た
。
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和
四
十
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
宇
治
市
技
能
功
労
者
表
彰
は
、
こ
れ
ま
で
の
十
一
年
間
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に
三
百
人
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
製
茶
、
漆
工
芸
、
電
気
工
事
な
ど
十
職
種

か
ら
選
ば
れ
た
十
人
の
皆
さ
ん
は
、

二
十
三
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
宇
治
市
民
会
館

伝
統
を
着
実
に
次
代
へ

▲丹念に作品を仕上げる漆工芸の牧野新吉さん（小倉町の自宅で）

宇
治
市
技
能
巧
労
者
の
表
彰
は
、

長
年
に
わ
た
り
一
つ
の
職
業
に
就

き
、
深
れ
た
技
能
夕
磨
い
て
こ
ら

れ
た
人
々
の
功
労
を
た
た
え
、
ま

た
、
技
能
職
に
拷
幻
る
人
々
の
社

会
的
・
経
済
的
地
位
や
技
能
水
準

の
向
上
を
図
る
た
め
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

技
能
功
労
者
は
、
市
内
に
五
年

以
上
住
み
、
同
一
職
種
に
三
十
年

ト
真
剣
に
取
り
組
む
消
防
飢
練
（
十
月
十
四
日
横
島
町
で
）

宇
治
市
技
能
功
労
者
が
決
定

地道に

磨いた腕 輝く確かな仕事
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6
3
年
に
向
け
て
本
格
始
動

6
専
門
委
員
会
を
設
置

1

9
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1
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種
目
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
後
、

妄
り
に
委
員
衆
型
ｙ
弱
五
百
人

か
ら
な
る
男
竹
委
員
会
に
改
組
し
、

土
〈
万
市
民
あ
げ
て
の
組
織
づ
く

り
客
子
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

体
」
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
合
言
葉
）

に
『
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走

る
コ
』
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
の
「
京
都
国
体
」
は
、

京
都
の
持
つ
歴
史
と
文
化
の
重
み

国
民
体
育
大
会
二
巡
目
の
ト

ッ
プ
を
さ
っ
て
、
菖
平
大
会
と

秋
季
の
二
競
技
が
私
た
ち
の
町

で
開
か
れ
る
こ
と
は
、
本
市
の

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど

に
大
き
な
意
義
か
痔
つ
も
の
と

『
市
の
火
』
も
市
民
で
リ
レ
ー

六
十
三
年
京
都
国
体
秋
季
大

会
の
矩
火
の
リ
レ
ー
コ
ー
ス
が

決
ま
り
次
レ
だ
。

矩
火
は
、
北
は
与
謝
郡
伊
根

町
、
南
は
相
楽
郡
南
山
城
村
、

京
都
市
内
は
左
京
区
の
三
ヵ
所

で
採
火
洽
れ
、
府
内
四
十
四
市

町
村
を
五
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か

大会旗・炬火リレーコース略図匡二Ｆ二1

夕
表
現
す
る
に
は
「
京
都
」
以
外

に
な
ぐ
、
ま
た
「
京
都
」
が
国
民

体
育
大
会
の
発
祥
の
地
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
二
巡
目
の
今
、
再
び

全
国
の
競
技
者
が
京
都
に
集
ま
り
、

新
し
い
歴
史
を
飾
ろ
フ
と
い
弓
理

念
が
込
め
ｙ
｛
元
て
い
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
新
し
い
歴
史

に
向
か
っ
て
走
る
？
は
、
国
民

体
育
大
心
一
の
躍
動
と
、
二
巡
目
に

入
っ
て
の
新
た
な
歴
史
創
造
へ
の

飛
躍
か
表
わ
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
広
く

全
国
か
ら
募
集
さ
れ
、
八
千
二
百

土
〈
通
の
テ
ー
マ
、
五
千
三
亘
一

十
通
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
集
ま
り
、

▽
京
都
の
歴
史
、
文
化
、
風
土
▽

す
る
と
と
も
に
、
豊
か
刄
箔
力

あ
る
社
会
と
明
る
い
健
康
な
町

づ
く
り
を
ず
す
め
る
た
め
に
も

欠
く
こ
と
の
で
ｔ
ｉ
ｎ
ａ
い
も
の
で

あ
り
、
そ
の
強
力
な
推
進
が
緊

急
な
課
題
で
あ
り
康
す
。

れ
て
リ
レ
ー
、
開
会
式
前
日
に

京
都
府
庁
に
集
火
さ
れ
当
日
に

西
京
極
総
合
運
動
公
園
に
リ
レ

ー
套
ハ
点
火
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
求
ｙ
。
総
距
離
は
八
百

十
鴫
五
百
二
の
区
間
を
茄
一
七

千
五
百
人
の
府
民
（
一
区
約
十

五
人
）
に
よ
っ
て
営
け
継
が
れ

夢
と
ロ
マ
ン
▽
あ
ｙ
の
京
都
舎
日

指
す
Ｉ
こ
と
な
ど
が
織
り
込
次
れ

た
作
品
を
対
象
に
選
考
が
す
す
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
候
補

に
は
5
募
数
が
多
か
っ
た
「
み
や

び
国
体
」
と
「
平
安
国
体
」
も
残

り
ま
し
た
が
、
京
都
を
象
徴
ず
る

言
葉
は
国
際
的
に
も
「
京
都
」
が

最
ｙ
万
わ
し
い
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

同
作
品
と
「
光
の
中
へ
さ
あ
君

と
」
の
二
点
が
残
り
ま
し
た
が
、

選
考
委
員
が
投
票
し
て
決
ま
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー

や
看
板
な
ど
国
体
啓
発
事
業
に
活

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
季
子
。

未
丁
。

牢
舎
市
へ
は
、
南
山
城
村
Ｉ

宇治市準備委員会機構図

▲路狂的な市民の声援をうけてリレーされた

東京オリンピックの聖火（3Ｓ年9月2Ｉ日、

宇治橋通り）

和
東
町
か
ら
、
山
城
町
－
井
手

町
－
城
陽
市
－
字
庖
田
原
町
を

経
て
市
内
に
入
り
未
了
。
市
内

の
通
過
コ
ー
ス
は
、
天
ケ
瀬
ダ

ム
か
ら
日
川
を
通
り
太
陽
が
丘
、

宇
治
市
役
所
前
、
宇
治
橋
通
り

か
経
て
黄
梨
へ
、
京
阪
黄
槃
駅

か
ら
隠
元
橋
か
渡
り
国
道
2
4
号

線
聖
岡
下
、
大
久
保
交
差
点
か

ら
府
道
宇
治
淀
線
に
入
り
、
久

御
山
町
栄
町
ま
で
の
約
十
八
Ｊ
、

十
三
区
間
と
な
っ
て
い
未
了
。

ま
た
、
宇
治
市
準
備
委
員
会

で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民

に
参
加
い
た
だ
き
国
体
成
功
へ

の
矩
火
リ
レ
ー
を
と
考
え
、
宇

治
市
独
自
の
「
市
の
さ
を
つ

く
り
市
内
各
地
域
を
リ
レ
ー
す

る
計
画
で
す
。

京都府準備（実行）委員会

宇治市準俑（実行）委貝会

字治市・市議会・体育団体

その他関係機関・団体等

委貝総会

会長■副会ａ・委貝

常任委貝会

会長・副会長

常任委貝

専門委貝会

専総7’

こ：

専競争

已

専宿門

泊委

貝衛

会生

専輸門送

委登4

会偏

施ｉＪｇ

参

専市Ｆ

こ：

加
か
求
め
、
成
功
牽
め
ざ
し
て

最
善
の
努
力
を
傾
注
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
ｙ
。

「
宇
治
へ
行
っ
て
ぷ
か
っ
た
、

楽
し
か
っ
た
」
と
い
Ｉ
ｐ
印
象
か

ら
『
婁
隼
治
へ
行
こ
う
』
と

び付託事項

璽動貝会
競技一式典
専門委貝会

総務企画
専門委貝会

種類

213●

住広

み報よ・

い報街道

づ活く動

りの

一企緑画

化並・び

美に化推

運進勤に

・関生す

活る

改こ

善と等・

－

43214Ｓ●ゝ

そ市競競

の民技技他ス役・

競ポ貝式技Ｉ｀典

・ツ補の式の助企

典推貝ｍ

に進等ａｉ

関にに営す関関に

るすす関

こるるす

とここる゜ととこ

○○とａ

4321ゝ●●●

他関予総

の係算合

専機及企門関び画

委・決に貝団算関

会休にす

にと関る属のすこ

さ連るとな絡ご

い2周とこ整＊

とに■関

す

る－－

と

付

託

事

項
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六
十
三
年
京
都
国
体
を
市
民
あ
げ
て
成
功
さ
せ
よ
う
と
、
「
宇
治
市
準
備

委
員
会
」
の
設
立
会
議
と
第
一
回
総
会
が
十
月
十
八
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

同
準
備
委
員
会
は
、
市
内
の
各
種
団
体
や
関
係
機
関
の
代
表
百
三
十
九
人
で

構
成
。
会
長
に
池
本
正
夫
宇
治
市
長
を
選
出
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
事

業
を
す
す
め
る
た
め
常
任
委
員
会
と
六
つ
の
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
五
年

後
の
国
体
に
向
け
て
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月
四
日
に
京

都
府
準
備
委
員
会
総
会
が
開
か
れ
、
国
民
体
育
大
会
の
テ
ー
マ
（
愛
称
）
に

「
京
都
国
体
」
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
合
否
葉
）
に
「
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ

う
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

1
6
万
市
民
参
加
の
組
織
へ

市
民
の
英
知
と
力
か
結
集
し
て

市
民
の
総
意
に
よ
る
国
体
の
実
現

牽
9
子
た
め
、
太
年
八
月
、
第

四
十
三
回
国
民
体
育
大
命
落
市

準
備
委
員
会
の
設
立
発
起
人
合
一

（
池
本
正
夫
宇
治
市
長
、
梅
原
又

揖
落
市
議
会
議
長
、
古
池
二
巳

琲
落
市
教
育
委
員
長
、
和
田
安

羞
落
市
体
育
協
会
会
長
、
藤
井

政
信
宇
治
市
体
育
振
興
命
蔓
延
一

会
長
）
を
結
成
。
土
八
万
市
民
あ

げ
て
の
組
穐
つ
く
り
に
取
り
組
み

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

設
立
会
議
に
は
、
発
起
人
や
準

備
委
員
百
二
十
七
人
が
出
席
、
準

備
委
員
会
の
会
則
參
恙
一
一
致
で

決
定
し
た
後
、
池
本
正
夫
雲
帑

長
欠
蓑
に
選
出
し
ま
し
た
。

引
き
憶
岳
一
回
総
会
を
開
催
。

三
十
人
の
役
員
か
委
嘱
す
る
と
と

も
に
「
市
民
の
英
知
と
理
解
と
協

力
の
も
と
に
、
円
滑
な
運
営
が
で

き
る
ぷ
つ
濫
茫
夜
進
し
、
市
民

の
体
力
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
意
識

の
高
揚
に
で
あ
る
」
と
の
運
営

方
針
夕
灰
定
。
そ
の
他
、
「
宇
治

市
開
催
の
基
本
方
針
の
確
立
」
、

「
啓
蒙
・
啓
蔀
立
び
に
市
民
運
動

の
促
芦
、
「
関
係
機
関
及
び
関
係

団
体
と
の
連
絡
調
整
」
、
「
国
体
調

亮
錫
の
実
昂
、
「
競
技
会
開
催

に
必
要
な
事
項
の
調
整
及
び
準
備
」

の
事
業
や
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
後
に
開
か
れ
た
第

一
回
常
任
委
員
会
で
は
▽
総
務
・

企
画
▽
競
技
・
式
典
▽
市
民
運
動

▽
施
設
▽
輸
送
・
交
通
・
警
備
▽

宿
泊
・
衛
生
の
六
専
門
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

宇
治
市
準
備
委
員
会
は
、
競
技

テ
ー
マ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
ま
る

第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
京

都
府
準
備
委
員
会
の
第
七
回
総
会

が
四
日
に
開
か
れ
、
六
十
三
年
に

京
都
で
開
か
れ
る
国
民
体
育
大
会

の
テ
ー
マ
（
愛
称
）
に
「
京
都
国

炬火リレー

宇治市準備委員会が発足

宇治市は13区間・18キロ
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Ｐ
五
年
後
の
京
都
国
体
に
向
け
て
発
足
し
た
宇
治
市
準
備
委
員
会
（
十
月
十
八
日
、

宇
治
市
役
所
）

テ
ー
マ

（
愛
称
）

第
4
3
回
国
民
体
育
大
会

宇
治
市
準
備
委
員
会

会
長
池
本
正
夫

第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
心
一

が
昭
和
六
十
三
年
に
京
都
府
で

開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
市

で
は
夏
季
の
水
泳
、
秋
季
の
サ

ー種
目
か
尋
～
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

成
功
に
む
け
て

市
民
あ
げ
て
推
進
を

老
疋
て
い
ま
ず
。

こ
の
国
民
体
育
大
会
は
、
現

在
ま
で
に
は
ぐ
く
奔
れ
た
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
の
伝
続
か
継
承
し
、

さ
ら
に
発
展
向
上
さ
せ
、
心
身

レ
も
に
健
全
な
青
少
年
を
育
成

こ
の
国
民
体
育
大
会
が
、
二

十
一
世
紀
の
市
民
牛
活
に
結
び

つ
く
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
礎
と
な

る
こ
と
奎
順
い
、
そ
し
て
郷
土

に
ふ
さ
わ
し
い
大
心
一
と
な
る
よ

う
土
八
万
市
民
の
積
極
的
な
参

『
京
都
国
体
』

ス
ロ
ー
ガ
ン
（
合
言
葉
）

新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う

思
っ
て
ぃ
た
が
で
こ
と
が
、
宇

治
市
か
さ
ら
に
全
国
に
広
め
る

こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
本
市

の
発
展
に
っ
な
が
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
ず
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
な
、
準

備
委
員
会
の
蓉
零
樋
に
諸
準

備
が
名
実
と
も
に
市
民
あ
げ
て

の
活
動
と
な
り
ま
ま
ラ
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

専門委員会の種類及

宿泊・衛生専門委貝会
輸送・交通・警備

専門委貝会

ｍｍ

委員会

市民；
専門委

54321●●●Ｓー

そ医食観選

の療品光手他・衛・・

ｎｒ救生案役

泊護・内貝・の環に・

衛対境関そ生策衛すの

にに生る他

関関にこ関すす関と係

るるず者

ここるの

ととこ宿ＯＱと泊

゜に関

す

る

こ

と

543214●ー●●

そ文駐交選の通車通手

他安場機・

綸全に関役

送対関と貝・策すの・

交及る連そ通びこ絡の

・警と調他
警備゜整関

俑にに係

に関関者関すすの

するる輪

るここ送こととに

と゜゜関゜す

る－－

と

以

祀

に係ｎ

リ

手

ふ

ｍ

民推こａｉ4ｔ

Ｕ

す関口

≒
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Ｆ
京
都
国
体
の
会
場
と
な
る
山
城
総
合
運
動
公
園
．
太
陽
が
丘
’

競技会場37市町に広域配置

夏季大会はメーン会場に

京
都
国
体
の
競
技
心
一
場
地
は
、

公
開
競
技
を
含
Ｕ
千
七
競
技
を

府
内
四
十
四
市
町
村
の
ラ
ち
、
八

四
Ｕ
に
あ
た
る
三
十
七
市
町
に
配

置
さ
れ
濠
7
。

こ
れ
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

市
町
村
に
配
ほ
し
、
府
民
あ
げ
て

の
国
体
に
、
と
の
考
λ
か
ら
で
、

配
置
率
は
史
上
最
高
と
な
っ
て
い

京都国体の競技会場地

観技糧目
京都市……陸上ｓａ技、テニス、パスケヅトポール．自転車，ｕｓ

撲、ライフル、射撃、剣道、ラグビーフットポール，

山ｓ．公問観技（高校野球〈硬式〉．スポーツ芸術）

向日市……体操、自転車

ソフトポール

李
7
．

■
ｍ
地
は
、
秋
季
の
メ
ー
ン
心
一

場
（
開
閉
心
一
式
）
と
な
る
京
都
市

で
陸
上
競
技
を
は
じ
の
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
公
開
競
技
な
芦
干

競
技
が
行
ｐ
れ
ま
ず
。
府
南
部
の

中
核
都
市
宇
治
市
で
は
、
水
泳

（
競
泳
、
飛
び
込
み
）
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
サ
ぶ

長岡京市……ｊｌドミントン

大山崎町……フェンシング
宇治市……水泳（競泳，飛込），サヅカー、

城陽市……柔道
久御山町……サッカー
八幡市……／ヽンドポール

田辺町……／ヽンドボール
井手町……ボクシング

宇治田原町……空手道
…・・ソフトポール

配
匿
洽
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
山
城
、
精
華
、

加
茂
の
三
町
に
、
サ
ぶ

御
山
町
に
そ
れ
ぞ
れ
分
散
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
競
技
心
一
場
地
の
決
定
に

伴
い
、
五
年
後
に
向
け
た
開
催
準

備
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

…・・なぎなた

・…・ソフト／－Ｋール

…・・ソフト／－ＫーＡ－

市……ノくスケットポール、ラグビーフットポール
町……自転車、山届

町……自転車
町……ライフル射撃

町……／1スケットポール
町……ホッケー、公開競技

町Ｉ－…・・7―チェリー
冒丁……ホッケー

町……カヌーｒ
竹……バレーポール、弓道．
市……／ｉレーポール，軟式庭球、銃剣逗

市……漕艇、バレーポール、公ｓｓｉｓ技（高校野球〈軟式〉）
市……ヨット，卓球，軟式野球

ｓ
ｅ
ｉ
8
≫
岡
北
山
部
木
波
吉
穂
知
部

知山

山
木
加
精
亀
京
美
園
八
丹
日
瑞
和
Ｓ
Ｅ
ｔ
ｅ
ｔ
ｉ
］
加
加悦町……吹式野球
岩滝町……ウェイトリフティング

野田川町……軟式野球
峰山町……公開競技

大ｓ町……軟式野球

網野町……公開競技ｆｔ後町……レスリング

弥栄町……レスリング

久美浜町……カヌー
未配置競技……水泳（水£），馬術、クレー射撃

メモ ＭＥＭＯ めも卜

－

・・

Ｊ夏季大会の花・水泳

水泳
（競泳、飛込）

サッカー

ソフトボール

夏
幸
ハ
会
の
花
・
水
泳
は
競

泳
、
飛
び
込
み
、
水
球
に
分
け

ら
元
東
か
、
宇
治
市
で
は
競

泳
と
飛
び
込
み
が
行
わ
れ
車
ｙ
。

競
泳
の
予
逗
は
タ
イ
ム
レ
ー

ス
。
原
則
と
し
て
ト
砥
九
人
が

決
勝
へ
進
出
し
ま
す
。
決
勝
コ

ー
ス
は
最
優
秀
タ
イ
ム
者
を
セ

ン
タ
ー
コ
ー
ス
に
し
、
以
下
左

右
交
互
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

飛
び
込
み
は
、
飛
び
板
飛
び

込
み
と
高
飛
び
込
み
の
二
種
類

が
あ
り
ま
ず
。
前
者
は
高
さ
一

封
と
Ξ
だ
の
飛
び
板
か
ら
、
後

者
は
高
さ
五
琵
、
七
・
五
μ
ま

た
は
十
μ
の
固
定
台
か
ら
飛
び

込
み
技
か
競
い
ま
ず
。
見
ど
こ

ろ
は
窯
’
の
選
手
の
動
き
。
数

秒
の
放
物
線
が
い
か
に
美
か
表

現
す
る
か
、
七
人
の
審
判
員
が

・
採
点
を
行
い
未
了
。
水
泳
の
体

操
競
技
と
も
言
わ
れ
て
い
季
ｙ
。

サ
″
カ
ー
は
、
体
や
足
で
ボ

ー
ル
か
0
つ
た
り
止
め
た
ぴ
し

て
相
手
の
ゴ
ー
ル
に
入
れ
る
ス

リ
ル
に
富
む
競
技
、
一
チ
ー
ム

十
一
人
■
な
い
ま
ず
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
－
ル
は
野
球
に
以
だ
競
技
、

比
較
的
狭
い
場
所
で
、
だ
れ
で

も
気
軽
に
で
き
る
と
こ
ゑ
ぶ

親
し
み
や
ｆ
ｙ
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し

で
広
く
普
及
し
で
い
ま
ず
。

Ｂ－001体協83－5－1Ｂ－001、体協83国体マーク等使用承認番号

宇
治
市

第43回

国民体育大会

水泳・ソフト・サッカー
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おもちゃ図書館開設

心
身
に
障
害
を
も
つ
Ｉ
＋
Ａ
Ｗ
た

ち
に
ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
場
を
Ｉ

と
、
宇
治
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
十
一
月
九
日
、
総
合
福
祉
会
館

に
「
お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
愛
称
・

宇
治
お
も
ち
ゃ
箱
）
」
を
開
設
し
ま

し
た
。障

害
の
あ
る
子
戸
石
た
ち
に
と

っ
て
、
本
当
に
必
要
な
お
も
ち
ゃ

は
数
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。
こ

れ
盈
蜀
£
め
に
開
か
れ
た
同
図

書
館
の
意
義
は
大
き
い
も
の
で
す
。

部
屋
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

学
校
内
暴
力
は
反
社
会
的
行

為
で
あ
り
、
家
庭
内
暴
力
は
非

社
会
的
行
為
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

反
社
会
的
行
為
と
は
、
万
引
き

や
暴
走
族
な
ど
目
己
の
攻
撃
性

や
欲
求
不
満
か
外
に
向
け
て
汀

動
す
る
も
の
で
、
非
社
会
的
行

為
は
自
己
の
攻
撃
性
や
欲
求
不

満
を
内
面
に
向
け
、
心
理
的
に

自
己
を
破
壊
（
登
校
拒
否
、
自

殺
な
ど
）
に
追
い
込
み
ま
す
。

前
者
は
9
兄
る
非
行
で
、
後
者

は
見
え
な
い
非
行
と
い
え
ま
ｙ
。

前
者
は
即
時
的
対
処
が
可
能
で

す
が
、
後
者
は
困
難
だ
と
さ
れ

て
い
康
ｙ
。

家
庭
内
暴
力
は
、
急
速
に
増

え
つ
つ
あ
る
極
め
て
今
Ｅ
的
な

我
が
国
特
有
の
現
象
で
あ
る
点

家庭内暴力

趙
巨
さ
巾
ま

’
。
「
こ
こ
ろ
」

電
話
に
は
、

學
生
男
子
の

人
た
ち
に
よ
る
史
つ
く
り
の
お
も

ち
ゃ
が
い
っ
ぱ
い
。
良
い
お
も
ち

ゃ
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

ａ
ｊ
≫
5
た
ち
は
知
覚
や
襲
狂
・
創

造
性
を
は
ぐ
く
ん
で
ゆ
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
同
図
書
館
は
、
一
歳
半

く
ら
い
か
ら
小
学
校
低
学
年
ぐ
ら

い
の
障
害
児
が
対
象
で
、
毎
月
第

二
水
曜
日
、
第
四
土
曜
日
の
午
後

二
時
か
ら
四
時
半
ま
で
開
館
。
無

料
貸
し
出
し
も
あ
り
毒
了
。
詳
し

ぐ
は
、
社
会
福
祉
協
議
必
一
（
⑩
5

6
5
0
）
ま
で
。

▲手づくりのおもちゃに、子どもたちも大喜び

れ
、
私
は
息
沢
石
欧
ら
れ
蹴

ら
れ
ず
め
な
ん
で
す
。
主
人
は
、

息
子
に
は
手
も
足
も
出
な
い
ん

で
す
」
・
－
そ
の
息
子
さ
ん
に
、

親
と
し
て
何
か
失
敗
は
Ｉ
「
実

は
、
。
主
人
を
見
切
り
、
息
子
を

見
捨
て
で
私
と
娘
は
半
年
ほ
ど

家
出
を
し
て
い
た
の
で
す
」
－

参
檜
と
認
ヲ
・
自
ら
招
い
た
結

お
知
ら
せ

子
ど
も
菓
子
づ
く
り

▼
～
・
．
‐
1
2
月
3
日
出
．
午
後

1
時
半
～
5
時
ｙ
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡

公
民
館
▼
内
容
・
：
ク
リ
ス
マ
ス
用

菓
子
▼
講
師
・
：
パ
ン
教
室
の
荒
木

悠
夭
子
さ
ん
▼
対
象
・
：
市
内
在
住

の
小
学
校
5
年
生
～
中
学
生
▼
材

料
費
・
：
三
百
円
▼
持
参
品
…
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
筆
記
用
具
▼
定

員
・
・
・
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込

み
・
・
・
木
幡
公
民
館
へ
材
料
費
か
添

え
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
．

（
木
幡
公
民
館
）

第
2
回
「
宇
治
」

故
郷
の
味
覚
展

▼
…
Ｕ
月
2
6
日
出
～
2
7
日
間
、

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
（
た
だ
し
、

賞
味
会
は
2
7
日
の
み
で
、
午
前
Ｈ

時
～
午
後
3
時
ま
で
）
▼
と
こ
ろ

・
：
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
2
階
▼

費
用
・
：
賞
味
券
千
円
▼
問
い
合
わ

せ
ふ
落
市
観
光
セ
ン
タ
ー
（
容

父
性
の
欠
落
や

過
保
護
・
過
干
渉
か
ら

瑕
か
自
一
最
初
は
た
め
き

ら
す
く
ら
い
で
し
た
が
、
最

で
は
家
具
を
壊
し
た
紅
私
に

力
を
振
る
う
よ
う
に
な
り
ま

た
。
ご
近
所
に
は
恥
ず
か
し

て
・
・
・
」
―
家
庭
環
境
は
父
親

不
在
が
ち
で
、
母
子
型
で
し

。
ま
た
、
中
学
生
男
子
の
母

は
、
「
夕
方
か
ら
深
夜
に
か

て
娘
と
私
は
簒
荻
態
に
さ

と
て
も
帰
れ
な
い
」
－
時
刻
は

夕
方
。
友
達
は
楽
に
そ
う
に
下

校
す
る
時
間
な
の
に
こ
の
少
女

は
・
・
・
。
少
女
の
家
庭
は
早
く
か

ら
父
が
死
亡
、
母
親
が
一
人
で

家
計
を
支
え
て
き
た
の
で
す
が
。

家
庭
内
暴
力
は
共
通
し
て
父

性
の
欠
如
に
起
因
し
、
こ
れ
を

補
う
母
性
愛
の
過
剰
が
子
芦
も

の
暴
力
か
誘
発

す
る
最
大
の
要

因
の
よ
ｙ
つ
で
す
。

自
分
た
ち
の
町
は
、
自
分
た
ち

の
キ
ー
夭
し
ぐ
し
灸
。
丁
ト
と
、

四
十
九
年
か
ら
雨
内
の
事
業
所
や

各
種
団
体
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
て
ジ
リ
ー
ン
宇
治
運
Ｆ
が

す
す
め
β
れ
て
い
未
了
。

ク
リ
ー
ン
星
庭
動
推
進
協
議

会
で
は
、
十
一
月
二
十
七
日
面
を

秋
の
一
斉
美
化
清
掃
日
と
し
、
市

内
各
所
1
夭
化
作
業
を
実
施
し
ま

す
。
今
回
は
、
近
畿
美
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
京
都
大
心
一
に
合
わ
せ
て
行

わ
れ
る
も
の
で
、
パ
レ
ー
ド
な
ど

の
啓
発
も
行
わ
れ
毒
了
。

⑩
3
3
3
4
）
ま
で
。
（
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
）

―
ふ
る
さ
と
宇
治
―
第
3
回
観
光
写
真
展

▼
と
き
…
1
1
月
2
9
Ｅ
固
～
1
2
月
1
1
日
㈲
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
2
階
。
（
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
’
－
）

古
文
書
講
習
会

▼
と
亨
・
昭
和
5
9
年
1
月
5
日

－ － 一 ・ 一 － 一 一

－

1

1

1

Ｓ

Ｉ

Ｉ

・

・

． 1

が

果
と
は
い
え
、
荒
れ
る
息
子
に

土
下
座
で
謝
去
る
母
親
の
心
情

は
・
・
・
。
さ
ら
に
、
女
子
中
学
生

か
ら
、
「
高
二
の
兄
が
五
月
か

ら
登
校
拒
否
な
ん
で
す
。
最
近

で
は
私
と
母
に
暴
力
か
振
る
い

車
ｙ
。
母
は
じ
っ
と
耐
凡
て
い

求
ｙ
が
、
私
に
は
と
て
も
・
…

昨
夜
は
無
断
で
友
達
の
家
に
泊

ま
り
ま
し
た
。
今
日
は
恐
く
て

こ
の
暴
力
経
過

奪
分
析
す
る
と
、

①
幼
児
期
か
ら
の
潜
伏
期
②
初

期
的
な
暴
言
・
破
壊
期
③
本
格

的
な
暴
力
期
④
嵐
の
後
の
虚
脱

期
⑤
回
復
期
、
と
た
ど
る
の
が

通
常
で
す
。
被
害
者
は
親
で
あ

り
、
人
目
欠
陥
払
り
表
面
化

し
な
い
の
で
外
部
か
ら
の
早
期

治
療
は
困
難
か
極
め
ま
す
。

こ
こ
で
親
と
し
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
暴
力
を
振

る
な
多
石
は
、
黙
斎
助
け

ｙ
と
順
温
痔
ち
を
暴
力
の

形
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
／

家
庭
内
暴
力
は
社
会
性
と
自
立

を
育
て
る
父
性
が
欠
落
し
、
母

親
の
過
保
護
と
過
干
渉
で
育
て

た
家
庭
教
育
の
責
任
で
あ
る
こ

と
か
7
・

青
少
年
の
悩
み
は
、
宇
治
『
こ

こ
ろ
』
の
電
話
（
⑩
0
8
0
0
）

へ
。

（
青
少
年
対
策
室
）

町を美しく

クリーン宇治運動展開中

11月27日　一斉美化清掃日

～
7
日
の
3
日
間
▼
と
こ
ろ
上
只

都
府
立
総
合
資
料
館
▼
内
容
・
：
Ａ

（
中
世
文
書
解
読
）
、
Ｂ
（
近
世

文
書
解
読
）
．
ｃ
（
近
代
文
書
解

読
）
の
3
コ
ー
ス
▼
定
員
・
：
2
8
0
人

（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
問
い

ふ
Ｂ
ｔ
・
・
・
1
1
月
3
0
日
出
ま
で
に
申

込
書
、
テ
キ
ス
ト
代
千
三
百
円
、

郵
送
料
七
百
円
（
切
手
）
奮
添
え

て
〒
6
0
6
左
京
区
下
鴨
半
木
町
、
京

都
府
立
総
合
資
料
館
歴
史
資
料
課

（
豊
0
7
5
⑩
9
1
0
1
）
へ
。

な
お
、
申
込
書
は
総
合
資
料
館
の

歴
史
資
料
課
に
あ
り
ま
す
。

（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

▼
と
き
・
と
こ
ろ
：
ｎ
月
2
2
日

叫
～
1
2
月
2
4
日
出
の
市
内
1
1
力
所

で
（
詳
し
ぐ
は
保
健
予
防
年
間
日

程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
▼
対
象

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
自
宅
周
辺

の
美
化
に
努
め
て
い
た
2
Ｖ
と
と

も
に
、
ご
み
は
正
に
こ
処
理
す
る

な
ど
ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
（
総
務
課
）

－■■－■－－－・－－－■－－－－－－－・－－－－－■－■－・■－Ｉ° 1

1 1 ・

ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ ミ－ － － － － 一 個 個 ■ 番 ■

・

●ミミ

・
・
・
○
満
―
歳
以
上
の
保
育
所
、
幼

稚
園
に
通
っ
て
い
る
子
芦
石
Ｏ
小

学
校
、
中
学
校
で
受
け
β
れ
な
か

っ
た
児
童
、
牛
徒
。
’

な
お
、
当
日
は
体
温
夕
計
り
、

保
護
者
同
伴
の
こ
と
。
ま
た
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

（
保
健
予
防
課
）

視
力
障
害
者
更
生
施
設

入
所
生
募
集

京
都
府
立
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、
入
所
生
を
募
集
し

て
い
求
了
。

▼
募
集
内
容
・
・
・
あ
ん
ま
・
マ
″

サ
ー
ジ
指
圧
、
は
り
・
き
ゅ
ラ
科

5
年
課
程
の
入
所
生
、
ま
た
は
3

年
編
入
の
入
所
生
▼
対
象
・
・
・
視
覚

障
害
者
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
・
：
1
2
月
1
5
日
出
ま
で
に
、
障
害

福
祉
係
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

相
談
の
上
、
入
所
手
替
蔓
行
い

　
近
畿
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
京
都

大
会
の
標
語
か
剪
集
し
た
と
こ
ろ

二
十
八
人
、
三
十
八
点
の
応
募
が

あ
り
ま
に
に
巡
。
審
査
の
結
果
、
次

の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
◇
◇
◇

　
京
都
府
知
事
賞
…
「
き
れ
い
な

町
を
つ
く
る
の
は
、
ぽ
ぐ
と
君
と

の
心
が
け
」
－
三
室
戸
パ
イ
レ
’
－

ツ
、
三
室
戸
小
学
校
、
中
村
一
美

さ
ん
。

　
京
都
府
観
光
連
盟
賞
…
「
ぼ
ぐ

た
ち
で
ゴ
ミ
か
ら
守
う
つ
京
都
の

美
」
－
三
室
戸
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

三
室
戸
小
学
校
、
久
保
見
亘
吾
さ

ん
。

　
宇
治
市
長
賞
・
：
「
ぽ
く
た
ち
で

き
れ
い
に
し
よ
う
、
ラ
じ
が
わ
を
」

1
三
室
戸
パ
イ
レ
ー
ツ
、
三
室
戸

小
学
校
、
山
崎
理
さ
ん
。

　
宇
治
観
光
協
会
長
賞
…
「
町
の

よ
ご
れ
は
心
の
よ
ご
れ
」
－
小
倉

お
買
い
物
の
め
や
す

消
費
者
物
価
2
0

市
で
は
、
今
月
か
ら
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
消
費
者
物

価
調
套
函
応
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
市
内
の
小
売
価
格
の
動
き

消費者物価の状況（11月分）

な
ど
を
把
握
し
、
消
費
委
口
に

役
立
て
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。
過
云
九
年

間
は
、
冬
期
の
灯
油
価
格
だ
け

で
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
灯
油

を
含
む
二
古
冒
に
対
象
を
広

げ
、
毎
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で

モ
ニ
タ
ー
が
店
頭
価
格
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
市
に
報
告
、
市
内
で

の
最
高
値
、
最
安
値
か
公
表
し

ま
ず
。
第
一
回
目
は
次
の
通
り

で
す
。
（
商
工
観
光
課
）

ｓ，ａ 規楠 平均価格 最高価ｔｓ最低ｎｔｓ

灯池
ｌμ店蹟 1．540円1．700円1，390円

18ぞ肥達 1．6181．8901．450

ガソリン レギュラ一口現ｉｔ．’）154 160 147

テ仁，シュペーｊ4ミ人ｉ制掛才） 159 168 138
白所用ラップ サランラ・■，7”3Ｏｃ●Ｘ20ｍ233 258 198
アルミホイル 25ｃｍｘ8ｍ 161 188 88

シャンプー肘＾’ｎ曹丿穴 230 230 230
洗雇Ｉｆｉ粉石けん2．4ｋｇ 894 950 780

牛肉
すきやき用中程度ｌＯＯｇ 385 450 348

ＩＳさけ 切身100ｇ 285 50｛〕100

ばれいしよ男しゃく100ｇ 20 33 13

キャベツ 中玉約＼ｌｉｇ 172 250 98

鳩卵 Ｍサイズパック人ｉｏ個 203 228 10）

食Ｓｉ油 日清サラダ池ビン入1，650ｂ59） 700 550

しよう油 キッコーマン濃ロピン入μ 524 598 518

砂糖 上白1ｋｇ 262 280 230

小麦粉 ｓｕｍフラワーＷＩ怖211 231 198・

インスタントコーヒー似カフェｌラベルｔ’ン人150！985 1．100 793

みそ タヶヤミソ1ｋｅ321 348 290

食’－■ン
香鵬ｉｉｆｉスライスしたμ｝170 195 150

洗濯代 ワイシャツ白の腱袖 142 2（）0120

未
了
。な

お
、
セ
ン
タ
ー
の
課
程
修
了

後
は
知
事
が
行
亘
φ
ん
ま
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
師
、
は
昨
一
師
、
き
ゅ
う

師
試
験
の
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
、

合
格
す
れ
ば
免
許
証
が
交
付
さ
れ

未
了
。
（
福
祉
課
）

糖
尿
病
教
室

▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
2
9
日
脚
’
Ｃ
Ｍ
月

ａ
日
叫
、
1
3
日
㈹
0
三
回
連
続
で

い
ず
れ
も
午
後
1
時
半
～
ｔ
時
▼

と
こ
ろ
・
・
・
京
都
府
宇
治
保
健
所
▼

内
容
・
：
○
病
気
の
知
識
○
糖
尿
病

小
学
校
、
横
幕
敦
司
さ
ん
。

Ｗ
．
5
Ｉ
工
ｍ
所
会
頭
賞
・
：
「
町

の
美
し
さ
は
一
人
一
人
の
心
が

け
」
－
里
謡
朗
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
神
明
小
学
校
、
藤
井
宏
さ
ん
。

ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動
推
進
協
議

会
会
長
賞
・
：
「
ご
み
の
な
い
ま
ち
、

郷
土
の
は
こ
り
」
－
田
原
小
学
校
、

原
田
欣
弥
さ
ん
。

宇
治
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
会
長
賞
・
・
・
「
み
ん
な
し
て
き
れ

い
に
Ｌ
エ
フ
わ
が
町
を
」
－
岡
屋

小
学
校
、
田
中
千
恵
さ
ん
。

（
商
工
観
光
課
）

の
食
事
〔
百
常
牛
活
と
運
動
▼
対

象
…
糖
尿
病
の
人
お
よ
び
そ
の
家

族
▼
申
し
込
み
・
・
・
宇
治
保
健
所

交通事故防止に街頭指導を展開中

（
公
⑩
2
1
9
1
）
へ
電
話
で
。

（
京
都
府
宇
治
保
健
所
・
宇
治
久

世
医
師
会
）

市
内
の
交
通
事
故
は
、
九
月
ま
で
の

昨
年
同
期
と
比
べ
る
と
、
既
に
発
生
件

数
で
四
十
九
件
（
八
・
九
％
）
、
負
傷
者

数
で
は
五
十
八
人
（
八
・
四
％
）
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
末
に
向
か

い
、
今
後
も
事
故
の
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
宇
治
警
察
署
で
は
車
や
歩
行

者
の
交
通
マ
ナ
ー
を
取
締
ま
る
た
め
厳

し
い
街
頭
指
導
か
展
開
中
で
す
。

ま
た
、
市
で
も
警
察
署
や
消
防
署
と

合
同
忿
俣
姪
車
一
掃
の
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
魂
恐
駐
車
は
交
通
事
故
の

原
因
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
緊
急
車

両
の
通
行
か
石
妨
げ
ま
で
。
商
店
街
は

も
ち
ろ
ん
、
住
宅
地
域
で
も
厳
し
い
指

導
と
処
分
を
行
っ
て
い
毒
了
。（
交
通
労
政
課
）
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総合福祉会館
11月9日(水)から

心
の
8
0
0
番

宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電

話
か
ら

～⑦～

近
畿
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語

　
　
　
　
　
　
入
選
作
品
決
ま
る
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